
主成分分析の結果

(形状を軸に取ったグラフ)

第1主成分

(PC1)

第2主成分(PC2)

PC1：小

広がった形状

PC1：大

細長い形状

第1主成分で
根の形状が
表現できた！

総根長や表面積を計測

従来研究 本研究

形状が表現できていない
形状を定量化！

生育環境に合うダイズ根を得るには？

手法

楕円フーリエ解析・主成分分析

輪郭を楕円フーリエ係数で表現し、主成分分析

で根の形状を表す主成分を取得

輪郭抽出

セグメンテーション画像から輪郭を抽出[3]

セグメンテーション

既存のU-Netを用いた根のセグメンテーション

モデル にファインチューニング[2]

画像補正

カメラ撮影時の歪み補正

チェッカーボードを用いたカメラレンズ歪み補

正 と、ろ紙を円に戻す変換を加えたカメラの

傾きによる歪み補正

[1]

背景・目的

4つのSTEPで定量化

30秒解説！

実験・結果

遺伝要因解明のための
楕円フーリエ解析を用いた
圃場のダイズ根の形状解析
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遺伝子型

関連の解析

表現型

定量化が必要

扱った画像

ダイズ根の画像564枚

主成分分析の結果はPC1が根の形状を表現

結果

GWASにより、得られたPC1と

関連のある遺伝子の変異が確認できた

・生育環境に合う根を持つ植物の育種が必要

・育種のために表現型と関連する遺伝子型の

　特定が必要

・ゲノムワイド関連解析(Genome-Wide 

 　Association Study：GWAS)で効率的に

　遺伝子との関連を特定するために

　表現型の定量化が必要

背景

従来手法では根の総根長や表面積が

計測されており、形状が表現できていない
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